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1 に

1 1 研究背景と目的

　2015 年 4 月 25 に した パール地震 その

震により、 パール 域で 大な人的、物的 が

た。震災による 者は 国で 8 73 人にの り、

トマン 、 ト ル 、バ タ ル の建物

はそれ れ 壊 973 戸、1 512 戸、18 900 戸、

壊 50 753 戸、5 987 戸、9 090 戸であった文 1）。

を含 的建造物が を受けた 、一般住民

が 住している住宅の 壊が し、住宅 建が

となっている。

　建物 が も大きいバ タ ル は トマン

地の東に し、その中、中 都市であるバ タ

ル市は、252 人の 者と 壊 5 98 戸、 壊 25 092

戸の が出た文 1）。本研究はバ タ ル市 市 地

に する ョ・トル（  ）の一部を

対象とし、震災 による 住 態の変化を明ら

かにすることを目的とする。

1 研究と本研究の

　 パール・ トマン 地の 住 態に関しては、

住 と住宅の空間構 に着目した研究（ ら文 2））

や住まいにおける空間 の視点からの研究（

パ ら文 3）4）、 ら文 5））の 、バ タ ルの

住事例を った ら文 ）の研究がある。

　一 、 災後における パール 市 地に関する研

究は、 キ ら文 7）が 1934 年大地震後の 実態を対

象としたものがあるが、震災が 住 態に す

に着目した研究はない。本研究では、 災後の 急

における対 の視点から、震災による 住 態の変化

に 点を てる。

1 研究方法

1 対象

　本研究の対象地は、バ タ ル市の に し、

コ ーンに近い ョ・トル の

( )・コ （以後 コ ）

の一部とする 1 。 コ は対象地 の
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中 の名（ ）より名 けられ、 2 に した

ように 3 つの「 中 」注 2）を した住宅で構

されている 。また、 住戸の 1 階部分

の くは となっている。

　地 によると、 コ には 42 の ッ

トが するが、本研究ではこのう 災後の共同建

えに同 し、 つ を した 31 の住宅に 住

する 27 を対象とする。

　 では 31 の住宅の実 27 に対する

ン を 2015 年 10 月 8 10 月 18 の 10

間で行った。 容は、 点における住宅の空

間構 の 住宅の 、 災前後における

住宅の われ や の住まい 、 建に関わる

について を行った。

　 、本研究では 対象となる 31 の住宅の 災前

後の空間構 と 27 住まいの対 を分析し、対象地

災前後における 住 態の変化を明らかにすること

を る。

本 の

　本稿は 5 で構 される。2 では ワールの

的住宅の空間構 と 対象 の基本 性を し、3
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中 の名（ ）より名 けられ、 2 に した

ように 3 つの「 中 」注 2）を した住宅で構

されている 。また、 住戸の 1 階部分

の くは となっている。

　地 によると、 コ には 42 の ッ

トが するが、本研究ではこのう 災後の共同建

えに同 し、 つ を した 31 の住宅に 住

する 27 を対象とする。
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では対象住宅の 要を 、 との住まい

の対 を 化する。それに まえ、4 では住まい

の対 に の 災前後の な 住 態の変

化を る。 後に、5 で上 の から得られた

をまとめる。

の 的住宅の空間 と 対象の

1 の 的住宅の空間

　 (198 )文 9）は、 ワールの 的住宅の空

間構 の特 として、はレン 造の 4、5階建てが

く、 階は以下のように 能を分化していると

ている。

　1 階は と ばれ、便 、 が され、ま

た 事 、 に われることや が われる

となることもある。2 階マタは として利用され、

また を する部 が設けられる。3 階では、

がくつろ 間となり、 が設けられる 合もあ

る。4 階バ は、 や スコン があり、 理・

事 として われ、5 階がある 合は が設け

られる。また、 が 上階あるいは 上に設けられ、

や をする となる。

　 らの研究文 2）では、１階を「地上階」と、2、3

階を「中間層」、4 階を「 上階」の 層構 と し

ている。また、 は 2 階の 、3 階や 4 階（5 階建

て住宅は 5 階が 空間バ となる 合文 4））に設

けることがある。本稿では、分析の便 上、1階を「地

上階」、2 階～バ 以下の階を「中間層」、バ

～ 上を「 上層」とする。また、この空間構

は ワール の「 、中間、 」の により り

出され、人々の住まいにおける空間 や行 制に

する 。

　対象地では、 など ワールの 的住宅か

らの変容が られるが、空間構 に関する は

ある 度 されていた注4） 。

対象の 本 性

　対象とした 27 の 人 は 3 人から 13 人まで

の幅があり、 構 は「 」、「

代から る 」、「 と から

る 」、「 と 代から る 」

　 対象 の 本 性

　 1 の住宅の築年

　 1 の住宅 の
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の 4つの に分けられた。 の は 工、大工、

など物 くり が く、 は を する

が いため、 分なデータが得られなかった。ま

た、同住宅での 住 が 100 年を超える が大 を

める 。

　また、31 の住宅の中、築年 は 100 年を超えるも

のが 近い 。

の 住 の対

　対象地では、地震による 者はなかったが、 が

大きかった上層階を した経 が られた注 5）。

災前の対象地では、31 の住宅のう 、 階建ては1 、

5階建ては22 、4階建ては 、3階建ては2 である。

災後の において、31 のう 、5 階建ては

4 、4 階建ては 13 、3 階建ては 10 、2 階建ては

4 である（ 7）。

　 災後、対象地では による がなく、住民

ら上層階の と 設住宅の建設がを行った。

に う階 の に い、 8 に したような 5 つ

の住まいの対 が行われた。

　まず、住宅の が さく、元の住宅での 住を

した対 を「 元の住宅から し」とする。こ

の には、7 が する。この 7 以外の

は、 災前と なる住宅 の が られ、

の いにより、対象地 の 住宅に する対 を 、

対象地外の住宅に する対 を とする。

　「 対象地 の 住 に 」には、3 が て

はまり、より には、「 1 元の住宅を 用し ける」

と「 2 元の住宅を 用しない」の 2 の対 に分

けられる。 1 の 2 は の一部の が対象地

の 住宅に し、後者 1 は が元の住宅

から 出し、対象地の 住宅に することになった。

　「 対象地外の住宅に 」は、 住者が対象地か

ら れ、コ が建設したシ ルター、外部の

シ ルター注 ）、 や 宅等 の住宅に した

対 を す。「 1 元の住宅を 用し ける」の 8

は の一部の が対象地外の住宅に 、また

は が対象地外の住宅に したが 事の際に

元の住宅に り、「 2 元の住宅を 用しない」の 9

は が対象地を れ、外部の住宅に す

る対 をした。

住 の対 の に 対象 の

住 の変化

　本 では、住まいの対 に の 災前後の

住 態の変化を する。

(1) の住宅 し

　 する 7 は、 構 が「 」、「

代から る 」で、 的 な 構

である点で共 している。

　住宅の空間構 に関しては、7 の住宅う 、

災前に 的な空間構 を していた住宅は 4

（ 8、 10、 11、 12）であった。一 、

していなかった 3 では、中間層に を設けていた

事例が 2 （ 2、 3）、 上層に を設けてい

た事例が 1 （ 18 ）あり、 理・ 事 は 7

が 上層に設けていた。

　 災後は、7 とも同 住宅で 住を したが、
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9　 の 住

住宅の われ に変化が られた。住宅階 に変化が

ない 1 は 災前と同 空間構 を していたが

（ 18 ）、2 は 上 を わなくなり（ 8、

12）、その 4 の住宅は階 が した。階

が変わった 4 のう 1 に空間構 の変化が られ

（ 10）、 的には 理・ 事 を 上層から中

間層に 設していた。 として、 災後において

的な空間構 を していた住宅は 3 （ 8、

11、 12）になった。

の住宅を 用し 対象 の 住宅

に 1

　 する 2 の 構 は「 と

代から る 」である。2 災前後の

住 態は下 の りである。

　 17 23（24）は中 を 住宅 17 と住宅

23（24）を 有し、 災前は 2 を行き しなが

ら 活していた。住宅 23（24）には （84）およ

の 2 人が 住し、住宅 17 には 一 と

が 住するが、 は 23（24）で

事をしていた。 災後、住宅 23（24）が 的大

きい を受けたため、住宅 23（24）に の 、

住宅 17 に の が 住し、 が住宅

17 で 事をする住まい になった。2 の空間構

を て ると、 災前、 17 は地上階に や 間

を設け、 23（24）は の構 を していたが、

災後は 17 に変化が られず、 23（24）は 理
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9　 の 住

住宅の われ に変化が られた。住宅階 に変化が

ない 1 は 災前と同 空間構 を していたが

（ 18 ）、2 は 上 を わなくなり（ 8、

12）、その 4 の住宅は階 が した。階
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例 ・ 事 を していた。

　 13 は 災前、 が 1 つの住宅に 住

していたが、 災後では 4 人が住宅 14 を

りて し、 りの 5 人は対象地外の住宅に

した。 災前、住宅 13 の空間構 は の構

であり、 災後住宅 14 の空間構 は されて

いない。

の住宅を 用 に 対象 の 住宅に

　この対 をした1 （ 34）は であり、

元の住宅から が 有する住宅 31 を り、

した。 災前の住宅 34 空間構 は 的なもので

あった。 災後の空間構 は できなかった。

の住宅を 用し 対象 の住宅に

1

　 する 8 中、 は の一部が対象地

から に れて外部に し、その 2 は

の一部または が対象地外の住宅で し、 事

の際に元の住宅に る住まい をしていた。前者

は「 と から る 」、「

と 代から る 」であり、後者 2

は「 」、「 代から る 」

である。

　住宅の空間構 に関しては、 災前に 的な空

間構 を していた住宅は 5 （ 1 、 18 、

7、 20、 21 ）あり、1 は地上階に や 間、

中間層に を設けていた（ 15） 、1 は 上層

に を設けていた（ ）。また、4 の住宅（ 1、

、 15、 1 ）では、 が分かれて 理・

事をする住まい をするため、 理・ 事 を 2 つ

、そのう 1 が 上階にある 理・ 事 以外

に中間層に 理・ 事 を設けていた（ 1）。 の

3 は 理・ 事 を 上層に 2つ設けていた。

　 災後の空間構 の変化は 8 に て変化 られ、

的な構 を した住宅は しなかった。

的な変化としては、1 （ 1 ）が ・ 間を中間

層から地上階に 設、1 （ 18 ）が ・ 間を

上層に 設した。 の一部が対象地から に

れた のう 3 （ 1、 、 1 ）は、 災

前 理・ 事 を住宅に 2 つ設けたが、 災後は

の 出に い、1つになった。また、1 （ 21 ）

は地震 に した 1 人の が住宅の地上階に

住し、 の 出したため、 理・ 事 を

たなくなった。

の住宅を 用 に 対象 の住宅に

　 する 9 中、外部の 1 つの住宅に したの

は5 である。その中、 関係がある2 （ 30

と 33）は、共にコ が建設したシ ルタ

ーに 、1 （ 21 ）が外部シ ルターに 、

2 （ 25、 29）が外部の 住宅に した。

これらの 構 に関しては、 30 と 33 の 2

が「 と から る 」と「

と 代から る 」であり、3

（ 21 、 25、 29）が「 」、「

代から る 」である。

　 そ の 4 （ 9、 19(22)、 2 (27)、

32）は外部において2つの住宅で 分 が し、

そのう 3 （ 19(22)、 2 (27)、 32）が「

と から る 」と「 と

代から る 」である注7）。

　また、 災前に 的な空間構 を していた

住 宅 は （ 9、 19(22)、 25、 2 (27)、

32、 33）あり、その 、中間層に便 を設けて

いた住宅が 1 （ 21 ）、 を設けた住宅が 2

( 29、 30) であった。

　本稿では、対象 による 災後の住まいの対 を

分 し、 災前後の 住 態の変化を した。

として、以下の が得られた：

(1) 対象 による 災後の住まいの対 は 様

であり、「 元の住宅から し」、「 1 元の住

宅を 用し けながら、対象地 の 住宅に 」、

「 2 元の住宅を 用 ず、対象地 の 住宅に 」、

「 1 元の住宅を 用し けながら、対象地外の住宅

に 」、「 2 元の住宅を 用 ずに、対象地外の

住宅に 」の 5つの に分けることができた。

(2)「 元の住宅から し」の対 をした は、

住宅の が なく、空間構 の変化も しくない。

また、この対 をした は て「 」、「

代から る 」である。

(3)「 対象地 の 住宅に 」（「 1 元の住宅

を 用し けながら、対象地 の 住宅に 」、

「 2 元の住宅を 用 ずに、対象地 の 住宅に

」）した は、 関係にある が 有する住

宅 と する対 を行っていた。

(4) 分 をする の対 （「 1 元の住宅を
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用し けながら、対象地 の 住宅に 」、「 1 元

の住宅を 用し けながら、対象地外の住宅に 」、

「 2 元の住宅を 用 ずに、対象地外の住宅に 」

のう 、2 つの住宅に が分かれて した 合）

をした は、「 と から る 」、

「 と 代から る 」が い。

一 、 分 をしない の対 （「 2 元の住宅

を 用 ずに、対象地 の 住宅に 」、「 2 元

の住宅を 用 ずに、対象地外の住宅に 」のう 、

1 つの住宅に した 合）をした は 「

」、「 代から る 」である。

(5) 対象地においては 災前、 的な空間構 を

していた住宅は に ないが、 理・ 事

は 上層に設けられ、 理・ 事 についての

は られていたと える。それに対し、 災後、

理・ 事 を 上層に設けた 合は である一 、

理・ 事 を設けない住宅や中間層または地上階に

設ける事例も られた。

　以上が本稿で得られた である。

注
注 1）バ タ ル市より 手し、筆者加筆。
注 2）住宅・建物の スに利用する中 を「 中 」と する。

文献 8）を 。
注 3）バ タ ル市より 手した地 を筆者加筆。
注 4） ワール の住宅は だが、対象地の住宅はフ

ット である。
注 5）対象地の住宅の は上層から 壊しており、 の階

の は 壊・ による である。
注 ）本稿では、震災 2 月以 にコ が元の住宅に 住す

るのが な のために建設した 設住宅を「コ
が建設したシ ルター」、 ・ などが建設した 設住宅
を「外部のシ ルター」と する。 文献 10）を 。

注 7） 分 した 4 が住宅間を行き しているかについては
き れていない。
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